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河川教育計画書【単学年】

1.助成事業名 博学連携で考える河川文化の探究授業研究 逗子開成中学校・高等学校        　　　　　　　　　助成番号  2023-7211-002

主
な
学
習
活
動

5.単元構想

中2～高1／合計15人（有志生徒）　（土曜講座という本校ならではの仕組みを利用して実施予定であり、複式学級の位置づけとして申請する。異学年交流による探究学習の可能性を提示したい。）

2.河川教育の目標

3.育成したい資質・能力

4.学年／人数

河川文化探究を通じて学びに向き合い続ける力。様々な情報を得て分析・活用する力。情報を他者と共有し、表現・発信する力。

河川文化とその背景にある歴史を学ぶことで、河川と人間の関係性に着目し、自然における人間の存在そのものと向き合い続けることのできる人材を育成する。

単元名： 田越川の歴史を掘り起こそう

①身近な地域の現地調査を通じて、調査手法を学び、その成果を自分自

身の言葉でまとめることができる。 ②逗子市立図書館内の資料調査（文

献・新聞・写真など）を通じて、調査手法を学び、その成果を自分自身の

言葉でまとめることができる。③①・②の調査を他者と協働して、その成

果をまとめることができる。

関連教科：総合14時間（歴史、地理、地学含む） 14時間
関連教科：総合21時間（歴史、地理、現代文、古典、地学含

む）
21時間 関連教科：総合14時間（情報含む） 14時間

単元名： 荒川文化を探究しよう 単元名：学んだ内容を世界に発信しよう

①荒川河口踏査を通じて、地理学的視点を学び、その成果を自分自身の

言葉でまとめることができる。②「埼玉県立かわの博物館」見学を通じて、

河川文化について学び、他者と協働し、問いに対する答えをまとめること

ができる。③荒川中流域踏査を通じて、地域ならではの課題を考え、他

者と協働して、その内容をまとめることができる。

①左記二つの田越川・荒川それぞれの成果を、自分自身の担

当分野にしたがって、ホームページ用の原稿にまとめることが

できる。②他者と協働し、より良い情報発信のあり方について

考え、自分自身の考えを表現することができる。

年間の動きと各授業

の着地点（情報収集と

情報発信）について理

解する。

田越川現地踏査の目

的を理解し、調査当日

の担当内容（古写真

比較・地形比較・建物

比較）の話し合いを通

じて、調査当日の動き

を理解する。

逗子市立図書館内に

おいて、司書の方によ

る資料調査に関する

解説を聞く。田越川に

関係する明治時代～

昭和時代の新聞記事

や絵はがきのコピー等

を収集する。また、『逗

子市史』等から田越川

に関する文献をコ

ピー・収集する。収集

物のリストをまとめる。

田越川の下流から上

流に向かってフィール

ドワークを行い、担当

箇所に従って現地で

得られる情報を収集し、

終了後に調査内容を

まとめる。河川そのも

の、周囲の景観、船舶、

橋、史跡、旧家、海抜、

地名等に関する記録

をとり、写真撮影を行

う。収集物のリストを

まとめる。

「埼玉県立 川の博

物館」合宿に、主体的

に参加する。博物館

内の展示物や学芸員

の解説を通じて、河

川文化（鉄砲堰・荷

船・船車）、水車小屋

の原理、荒川の歴史

などについて理解を

深める。また、博物館

近辺の荒川踏査を行

う。地理学・地学の視

点を学び、理解する。

流域治水のあり方を

理解する。調査内容

の記録をとり、終了後

に自分自身の言葉で

「川の博物館」の学芸

員を講師とする講座

「荒川の堤防の終わり

を見にいこう」に主体

的に参加し、地理学・

歴史学的な視点を学

ぶ。講師解説の記録・

写真撮影を行い、事

後の情報発信のため

の資料を記録・収集す

る。

訪問場所は未定（荒

川知水資料館・江戸

東京博物館・荒川ふ

るさと文化館などを検

討中）だが、いずれか

の博物館等を訪れ、

荒川に関する浮世絵、

古写真など歴史資料

の調査方法について

学ぶ。

Google siteを利用し、仮題「中高生が発信する

河川文化探究」のホームページを作成する。原

稿項目や内容について他者と話し合い、より良

いホームページ作成を考える。また、各自分担

内容について、ホームページ用の原稿を執筆す

る。適切な資料をもとに、体裁にならって情報を

原稿にまとめる。文章や写真アップロードの際

の問題点（著作権・肖像権等）について理解す

る。

年間内容説明や

田越川調査の話

し合いにおいて、

主体的に関わる

ことができている

か。 【学びに向

かう力・人間性】

（以後【学び】と略

する）

サイト作成の話し合いに主体的に関わるこ

とができているか【学び】／ホームページ原

稿内容について諸資料を吟味し、適切な写

真を添付することができているか【学び】【知

識・技能】【思考力・判断力・表現力】

司書の資料調査

に関する解説を

主体的に聞くこと

ができているか。

【学び】／自分自

身の持つ知識を

活用して、諸資料

をコピー・収集し、

リストにまとめる

ことができている

か。【知識・技能】

フィールドワーク

に主体的に関わ

ることができてい

るか【学び】／情

報収集内容・収集

リストをまとめるこ

とができているか。

【知識・技能】

【思考力・判断力】

調査合宿に主体

的に関わることが

できているか【学

び】／「常設展示

と学芸員解説」

「現地踏査解説」

それぞれのワー

クシートにまとめ

ることができてい

るか。【知識・技

能】 【思考力・判

・年間内容説明や

田越川調査の話

し合いにおいて、

主体的に関わろう

とする姿勢がある

か。

主体的に関わる

ことができている

か【学び】／ワー

クシートにまとめ

ることができてい

るか。【知識・技

能】 【思考力・判

断力・表現力】

主体的に関わる

ことができている

か【学び】／ワー

クシートにまとめ

ることができてい

るか。【知識・技

能】 【思考力・判

断力・表現力】
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3.得られた成果

四点を挙げたい。①「河川文化」を軸に、「探究の手法」や「探究の視点」を学ぶ機会とした。具体的には、第一回田越川を歩くことで、
「地図の見方」「古写真の活用の仕方」を学んだ。　第二回の合宿では、博物館展示の見方やフィールドワークの方法を学んだ。関

連講座では、考古遺物をみる視点を学んだ。②①の点は、逗子市立図書館・埼玉県立川の博物館・神奈川県立博物館といった外部
機関との連携のうえに実施できた。具体的には、逗子市立図書館では、司書教諭の資格も持つ担当者自身が郷土資料がある場所
や調べ方のアドバイスを行った。埼玉県立川の博物館では、学芸員の方の力を借り、館内の展示物を鑑賞する視点を、2日目の
フィールドワークでは現地を歴史的・地理的に考える視点を学んだ。神奈川県立博物館では、埋蔵文化財を担当する考古学の専門

家の力を借りて考古遺物をみる視点を学んだ。③地域の課題を考える機会を得た。具体的には、第一回では、地域の飲食店等も利
用することで地域観光のあり方や河川沿い住民の方との交流により河川整備の現状を、第二回では、カスリーン台風以後の集落の

集団移転の問題などを、それぞれ考える機会を得た。➃「note」「逗子開成　河川探究」をブログページとしてインターネット上に作成
し公開することで、「取り組み支援」での授業実践で体験したことも含め、二年間の体験を成果としてまとめることができた。

4.河川、水を学習の題材・素材としたことによる効果
第一回田越川では、河口部から源流までを踏破することで、学校が所在する逗子市内の河川のスケールを意識することができた。と同時に、古写真と現在の景観の比較を通じ
て、田越川の関東大震災による隆起や、田越川には船が日常的に存在しており、船舶が生活の傍に常にあったことを参加生徒自身が確認できた。第二回埼玉県立川の博物館
では、鉄砲堰や舟車など、身近にない河川文化の存在を学ぶことができた。その上で、荒川を一日かけて歩くことで、河川の地形をみる視点、防災対策、そして生活の中にあっ
た河川文化そのものを意識することにつながった。また、カスリーン台風後の集落移転や決壊地点など、水害の恐ろしさを学ぶとともに、歴史的に河川の水量増と常に向き合って
きた住民たちの力強さを考えることができた。集落移転の問題など、正負の面それぞれを考えるきっかけを得ることができた。自然と住民、自治体・国等の関係を意識し、立場の
違いを認識できたことは、自然に対応する難しさを学ぶと同時に、河川を通して今後の社会との接点を意識するきっかけを得ることができた。第三回の成果まとめと発信方法を検
討する際には、改めて身近にある河川が話題になる一方で、身近にありつつも体感することのない河川文化の現状との落差を考えさせることができた。また、筆者の関心として、
どうしても歴史的・地理的な視点に偏っていたが、生徒たちは、河川の外来生物や自身が関わったことある水質調査、中2時に学年全体で行っている田越川清掃活動などでの体
験を結びつけて話題にすることが多かった。今回の河川文化に関する活動を通じて、参加者の河川に関する過去の体験を呼び起こし、関心の糸口を得たり、隣接諸分野の学び
につながることを意識させることができた。

2.実際に行った単元構成　（＊土曜講座という逗子開成ならではの仕組みを利用して実施。土曜講座は年度当初に中1～高2までの有志を募り実施する仕組み。複式学級の位置づけとして、異学年交流を前提に行ったため、単元構成は便宜上であることを了解されたい。）

様式14

河川教育　学習活動報告書【単学年】

1.助成事業名 博学連携で考える河川文化の探究授業研究 逗子開成中学校・高等学校 　2023-7211-002

「河川と人間 第一回 田越川源流探し」

6/17「自称 田越川ブリッジマスターをめざそう」

①教室にて地図と古写真の読み解き

②逗子市立図書館にて郷土資料コーナーの利用解説

③フィールドワーク

a）古写真と比較可能な景観を写真撮影

ｂ）田越川にかかる橋名の収集と写真撮影

ｃ）地域の方との対話（飲食店＋田越川沿い住民の方）

【教室にて】

・現代の地図を活用し、田

越川や周囲の地形を確認

できた。

・古写真（逗子フォト公開写

真等）を配布し、現地にて

見るべきポイントを確認す

ることができた。また、現地

にて確認したい点等を各自

で考えることができた。

【逗子市立図書館にて】

・フィールドワークの途中に

立ち寄り、郷土資料コー

ナーの利用と関連資料に

ついてレクチャーした。特

に、古写真掲載の資料や

新聞資料の活用の可能性

（田越川増水記事など）を

学ぶことができた。

関連教科：総合的な探究の時間（地理・歴史等） 合計8時間

「河川と人間 第二回 宿泊合宿」

8/18「埼玉県立川の博物館研修」 8/19「荒川フィールドワーク」

①埼玉県立川の博物館

a）河川文化に関する展示、スロープ展示「いまでも「洪水」は起きている」見学

ｂ）学芸員の方による室内講義（直前学習）

ｃ）学芸員の方による外部展示説明（荒川大模型173）

②荒川フィールドワーク（ひろせ野鳥の森駅～行田駅まで約16㎞）

a）学芸員の方による実地解説

ｂ）各自の関心による気付き

関連教科：総合的な探究の時間（地理・歴史・地学等含） 合計15時間

【田越川フィールドワーク】

・古写真と現在の景観を比

較しながら、共通点と相違

点をそれぞれ探りながら各

自で記録を残すことができ

た。

・各自が、記録のための写

真撮影を行うことができた。

・史跡・石碑・石造物等につ

いても記録し、解説文を確

認することができた。

・外来生物や水質調査、学

年行事の清掃活動参加時

に気付いた事等の情報を

参加者同士で共有できた。

・拡散する関心を「橋」に着

目させ、完成年等を記録す

ることができた。

・橋名の由来等を考える視

点を得ることができた。

【地域や河川への関心】

・田越川沿いの住民の方に

声をかけていただき、偶然

ながら対話を行うことがで

きた。昔の景観や近年行

われた護岸工事・市役所

作成の散策マップの解説

等を聞き、各自の関心で質

問できた。

・飲食店を利用することで、

逗子市内の観光業等への

関心を広げることができた。

・海から川をのぼるSUP利

用者と遭遇し、地域観光へ

の可能性を学ぶことができ

た。

・河口から源流地点の見通

しがつくまで歩くことで、田

越川への親しみを感じるこ

とができた。

・河口から源流までの全て

の橋を記録することで達成

感を得ることができた。

【事前学習】

・『人がつくった荒川』を課

題図書とし、感想をまとめ

ることができた。

【川の博物館展示】

・河川文化について各自で

学んだ。スロープ展示では、

台風による実際の被害を

写真等で確認できた。

【学芸員による講義】

・荒川や流域治水の基本

について学ぶことができた。

・翌日歩く場所含め、荒川

大模型を通じて解説を聞き、

メモをとることができた。

【フィールドワーク】

・ひろせ野鳥の森駅～行田

駅までの一日踏査を行い、

達成感を得ることができた。

・陸閘、河川周辺の土地利

用、熊谷堤踏切、熊谷桜堤、

景観の見方、カスリーン台

風決壊地点、集団移転等

を実地で学ぶことができた。

【取り組み課題】

・博物館内にて以下の三つ

の当日課題に取り組むこと

ができた。

①学びになった展示紹介

②学芸員解説において学

んだこと10個紹介

③調べてみたいと思った

「河川文化」について記述

・フィールドワーク時の課題

関心をもった知識３つ紹介

以上の点について、google 

formsを通じて取り組んだ。

河川と人間 第三回 河川を深める

12/2「今までの学びを発信しよう」

①昨年度「とりくみ支援」にて実施した「荒川ガチ歩き」、

本年実施の二回の取り組みを振り返り、活動をまとめた。

②参加全生徒のコメントをまとめ、発信する方法を検討。

③参加生徒の得意分野をふまえて長期休みに報告文ま

とめ。

関連教科：総合的な探究の時間（情報含） 合計3時間（＋学外3時

間）

【活動内容】

・ブレインストーミングで

各活動を振り返ることが

できた。

・成果発信サイトの検討

を行うことができた。

・実名掲載有無の検討を

行うことができた。

・ロゴのデザインを検討

することができた。

以上をふまえ、各自の得

意分野で役割分担を行う

ことができた。

・後日、「note」上に「逗子

開成 河川探究」というブ

ログページを制作・公開

した。

【博物館内活動①】

・展示室内にて、「華ひらく

律令の世界」展示解説を聞

くことができた。

・同展示に関する当日課題

に取り組んだ。

・常設展示において、博物

館展示を楽しむ視点につ

いて聞くことができた。

・墨書土器を観察できた。

・展示担当者の解説を聞き、

メモをとった。具体的には

ケガレを払う儀礼によって

川に流された木製人形な

どについて解説をうかがっ

た。また、現代に続く、儀礼

とのつながりを考えること

ができた。

【博物館内活動②】

・三人一組で、人面墨書土

器の制作された背景や人

面墨書を書いた人物など

について想像し、話し合っ

た。

・話し合いを通じて、考えを

一つにまとめ、発表するこ

とができた。

河川と人間 関連講座「そうだ博物館へ行こう」

3/2「神奈川県立歴史博物館で墨書土器から河川文化を考える」

急遽設定できた関連講座。左記の三回活動とは参加者を異にす

るが、新たな活動の糸口として提示しておく。

博物館展示の墨書土器より河川にケガレを流す文化習俗を考

察。

関連教科：歴史 ５時間
























